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■出題のねらい

Ⅰ
古代から出題しました。Ａでは、藤原氏をテーマとしたリード文から、飛鳥時代・奈良時代の

政治史を中心に基本的知識を問いました。Ｂでは、同じく藤原氏をテーマとしたリード文から、
おもに平安時代の政治史に関する基本的知識を問いました。

Ⅱ
中世・近世から出題しました。Ａでは、応仁の乱をテーマとしたリード文から、乱の原因や影

響、その後の戦国時代に関する歴史的事項を問いました。Ｂでは、江戸時代の社会の変容をテー
マとしたリード文から、農業・商品作物・農民統制の法制・百姓一揆など、社会経済史を中心に
幅広く問いました。

Ⅲ
近現代から出題しました。Ａでは、黒船来航以降の幕末の動乱についてのリード文から、政治

史に関する基本的事項を問いました。Ｂでは、昭和恐慌以降の歴史を概観するリード文から、太
平洋戦争へと向かうなかでの国内外の動きに関する歴史事項を問いました。

Ⅳ
岩宿遺跡、律令制度、徳川家康の事績、第二次世界大戦後の朝鮮半島など、時代や分野を限定

せず基本事項を幅広く出題しました。



■採点講評
正答率が高かった（80％以上）問題は設問1、7、8、21、22、23、36、38です。正答率が低
かった（20％以下）問題はありませんでした。
各問題の解説は以下の通りです。

大問 解答
番号 正解 解 説

Ⅰ

1 ① 中臣鎌足は改新政府で内臣をつとめた。

2 ⑥ 藤原宮子は文武天皇の夫人となった。二人の子が聖武天皇である。

3 ③ 770年、長く続いた天武系の天皇にかわって、天智系の光仁天皇が即位した。

4 ④
Ⅱ皇太子の中大兄皇子は、664年に対馬・壱岐・筑紫に烽と防人を設置した。
→Ⅲ667年に近江大津宮に遷都し、翌年に即位して天智天皇となった。→Ⅰ
670年、天智天皇が初の戸籍である庚午年籍を作成した。

5 ① ＸＹ正しい。

6 ②

①元正天皇ではなく元明天皇。
③平城京内に藤原仲麻呂邸があることなどからも、官吏が平城京内に居住し
ていたことがわかる。
④東側が左京、西側が右京とよばれた。

7 ⑥ 長岡京遷都を主導したのは式家の藤原種継。

8 ②
平城太上天皇の変（薬子の変）の際に北家の藤原冬嗣が天皇の秘書官長であ
る蔵人頭に任じられた。

9 ①
氏の首長の地位を氏長者といい、摂関政治期には藤原氏北家内で氏長者をめ
ぐる争いが激化した。

10 ①
②孫の朱雀天皇ではなく、光孝天皇。
③定子ではなく彰子など。定子は藤原道隆の子。
④藤原頼通の娘と天皇の間に男子は生まれなかった。

11 ④
①承和の変（842年）、
②応天門の変（866年）、
③昌泰の変（901年）の説明。

12 ③
①『日本文徳天皇実録』ではなく『日本三代実録』。
②聖武天皇の事績。
④醍醐天皇の治世の出来事。

Ⅱ
13 ⑤

⑤応仁の乱の原因の一つは畠山氏の家督争い。
⑥山名氏は侍所長官の所司に就くことができた四職の一つ。

14 ③
③応仁の乱後に京都を追放された室町幕府13代将軍は足利義輝。
②足利義昭は室町幕府15代将軍。



大問 解答
番号 正解 解 説

Ⅱ

15 ①
①越前の守護代から戦国大名は朝倉義景。
④上杉謙信（長尾景虎）は越後の戦国大名。

16 ④

①『大仙院花鳥図』ではなく『四季山水図巻』など。『大仙院花鳥図』は狩
野元信の作品。
②『節用集』を刊行したのは奈良の町人学者饅頭屋宗二。
③南学派ではなく薩南学派。南学派は南村梅軒が開いたとされている。

17 ①

②今川氏の城下町は駿府。小田原は北条氏の城下町。
③大田文を作成させたのは鎌倉幕府。
④地方知行制ではなく寄親・寄子制。地方知行制は、江戸時代初めにみられ
た家臣に知行地を支給する大名の家臣統制策。

18 ②

①自検断が行われたのは室町時代の惣村。
③人返しの法は、江戸後期に水野忠邦が発令した。
④分地制限令は相続の際の分地に条件を課したもので、単独相続を徹底する
ための法令ではない。

19 ①
②③刈敷・草木灰は中世から使用された農民が自給した肥料。
④俵物は海産物であり、肥料ではない。長崎貿易では輸出された。

20 ③ Ｘ誤り。醬油ではなく清酒。醬油の産地は野田・銚子など。Ｙ正しい。

21 ③ Ｘ代表者による一揆は代表越訴型一揆。Ｙ正しい。

Ⅲ

22 ②
②ペリーの対応をした老中首座は阿部正弘。
③安藤信正は和宮の降嫁などの公武合体策を推進した老中。

23 ⑤
⑤初代アメリカ総領事はハリス。
⑥ヒュースケンはアメリカ駐日総領事ハリスの通訳で、1860年に薩摩藩浪士
に暗殺された。

24 ④
④徳川慶喜の処遇への不満から起こったのは鳥羽・伏見の戦い。
①戊辰戦争中の会津戦争（1868年）で会津若松城が開城された。

25 ③
①阿部正弘の安政の改革の内容。
②13代将軍は徳川家定。徳川家慶は12代将軍。
④坂下門外ではなく桜田門外。坂下門外で襲撃されたのは安藤信正。

26 ①

②御親兵を用意して行われたのは廃藩置県（1871年）。
③廃藩置県により知藩事を罷免して府知事・県令が派遣された。
④大教宣布の詔は神道国教化政策の推進を表明したもの。キリスト教禁止の
高札が撤去された（1873年）ことにより、キリスト教は黙認されるように
なった。



大問 解答
番号 正解 解 説

Ⅲ

27 ②
②軍部や右翼の急進派による革新運動は国家改造運動。
④国権回復運動は、1920年代後半に中国で始まった中国の権益を回収しよう
とする運動。

28 ①
①国体明徴声明を出したのは岡田啓介内閣。
⑥広田弘毅内閣は岡田内閣の次の内閣。

29 ③
③1938年に出されたのは国家総動員法。
⑤重要産業統制法は1931年に出された。不況カルテル結成を容認した。

30 ②
①ワシントン海軍軍縮条約ではなくロンドン海軍軍縮条約。
③立憲民政党ではなく立憲政友会。
④皇道派と統制派が逆である。

Ⅳ

31 ①
②亀ヶ岡遺跡と③三内丸山遺跡は青森県にある縄文時代の遺跡。
④菜畑遺跡は佐賀県にある縄文時代晩期～弥生時代前期の遺跡。

32 ②
①男女ともに2束2把であった。
③雑徭の内容。
④兵役は正丁の3～4人に1人の割合で課された。

33 ③
①白水阿弥陀堂は福島県、
②中尊寺金色堂は岩手県にある院政期の阿弥陀堂。
④平等院鳳凰堂は宇治にある阿弥陀堂で、国風文化期のものである。

34 ②
Ｘ正しい。Ｙ誤り。藤原頼経ではなく藤原頼嗣。藤原頼経は鎌倉幕府4代将
軍。

35 ①

②享徳の徳政一揆（1454年）の際に分一徳政令が初めて出された。
③正長の徳政一揆（1428年）は6代将軍が足利義教に決まった際に起こった。
④播磨の土一揆（1429年）は播磨の守護大名赤松満祐の家臣追放を求めて起
こった。

36 ④

①武田信玄ではなく子の武田勝頼。
②姉川の戦いではなく小牧・長久手の戦い。姉川の戦いでは、織田信長が浅
井・朝倉氏の連合軍を破った。
③上杉景勝ではなく毛利輝元。

37 ③
①徳川家重ではなく徳川家治。家重は9代将軍。
②竹内式部ではなく山県大弐。
④南鐐二朱銀は計数貨幣。

38 ④
①大阪紡績会社は渋沢栄一らが設立した民間の紡績会社（1883年開業）。
②品川硝子製造所と③千住製絨所は東京に設立された官営模範工場。



大問 解答
番号 正解 解 説

Ⅳ
39 ③

①孫文の説明。
②張作霖を倒して北伐を進めた。
④南京事件（1937年）により首都南京を占領されたため、漢口、さらに重慶
に首都が移された。

40 ① ＸＹ正しい。




